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注目号

開
閉
走
ろ
う
大
会

体
力
の
お
と
ろ
え
は
足
か
ら
・
・
・
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
長
浜
町
中
央
公
民
館
、
長
浜
町

体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
五
田
町
内
走
ろ
う
大

会
が
、
十
二
月
二
十
一
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
体
育
館
前
を
基
点
と
し
て
、
二
キ
ロ
、

四
キ
ロ
、
七
キ
ロ
の
三
コ

l
ス
に
わ
か
れ
、
最

年
少
は
三
歳
の
花
木
雄
司
君
か
ら
最
高
齢
者
は

六
十
三
歳
の
白
南
振
さ
ん
ま
で
合
わ
せ
て
ム
お
よ

そ
二
丙
五
十
人
が
参
加
し
て
全
員
が
完
走
、
そ

れ
ぞ
れ
に
記
録
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

園記録証…各コース完走者

全員に授与

圏A印は折返し点



-2ー

人
件
費
な
ど
補
正

荷量

ム
玄

言十

..6. 

苫"

一
般
会
計
に
今
回
、
七
千
三
百
十
二

万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
同
会
計
予
算
総
額
は
三
十

五
億
九
千
八
百
二
十
四
万
七
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
は
、
園
、
県
の
補
助
が

決
定
し
た
分
の
県
単
土
地
改
良
事
業
費

の
ほ
か
、
県
営
工
事
費
の
負
担
金
、
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
町
職
員
の
給
与
改

定
に
と
も
な
う
人
件
費
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

同
人
件
費
を
除
い
て
、
今
回
補
正
さ

れ
た
予
算
の
お
も
な
使
い
み
ち
は
、
次

の
通
り
。

総
務
費

E義

公
営
住
宅
小
浦
団
地
の
土

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
は
、
昨

年
十
二
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の

三
一
日
間
の
会
期
で
閲
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た

も
の
は
、
前
年
度
会
計
の
決
算
、

A
7
年

度
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改

正
案
な
ど
町
か
ら
提
出
し
た
二
十
四
件

の
議
案
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に

つ
い
て
の
議
諮
一
件
と
、
陳
情
文
書
な

ど
議
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
五
件
の
報
告

案
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
あ

る
い
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
議
会
で
新
し
い
議
長
に

桜
田
和
夫
氏
、
副
議
長
に
城
戸
岡
政
雄

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
小
川
儀
三
一
郎
氏
が
行

い
ま
し
た
。

可
決
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一

般
質
問
の
う
ち
、
わ
も
な
も
の
の
内
容

は
次
の
通
り
。

地
開
発
基
金
一
千
百
二
十
九
万
七
千
円
。

過
疎
パ
ス
対
策
と
し
て
の
補
助
金
四
十

万
円
。
前
納
報
償
金
不
足
分
ほ
か
の
賦

課
徴
収
費
に
百
一
万
四
千
円
。

民
生
費
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補

助
金
と
身
体
障
害
者
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

I

設
置
委
託
料
あ
わ
せ
て
五
十
万
円
。
老

人
ホ
ー
ム
の
屋
根
、
車
庫
の
修
繕
費
。

同
和
協
会
む
よ
び
支
部
へ
の
負
担
金
・

補
助
金
百
四
十
七
万
八
千
円
。

衛
生
資
葬
祭
施
設
費
に
六
十
万
円
。

し
尿
処
理
の
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組

合
へ
の
負
担
金
百
五
十
三
万
円
。
簡
易

水
道
繰
出
金
三
百
四
十
二
万
四
千
円
。

農
林
水
産
業
費
中
晩
柑
類
追
熟
装

置
事
業
費
補
助
に
三
百
八
十
七
万
円
。

農
作
物
災
害
対
策
事
業
費
補
助
に
九
十

三
万
二
千
円
。
柴
か
ん
が
い
排
水
事
業

補
助
に
六
十
九
万
円
。
下
須
戒
郷
農
道

ほ
か
五
か
所
の
県
単
土
地
改
良
事
業
に

一
千
二
百
九
十
六
万
円
。
し
い
た
け
計

画
生
産
産
地
整
備
事
業
補
助
に
七
十
六

万
円
。商
工
費
地
域
小
売
商
業
近
代
化
対

策
調
査
事
業
費
補
助
に
五
十
万
円
。
白

滝
公
園
防
護
柵
設
置
工
事
費
。

土
木
費
長
浜

1
保
内
線
ほ
か
の
県

単
工
事
へ
の
負
担
金
三
百
九
十
一
万
円
。

大
和
川
ほ
か
の
県
営
工
事
負
担
金
七
十

五
万
円
。
港
湾
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

六
十
三
万
六
千
円
。
出
海
浜
住
宅
の
防

水
工
事
費
。

消
防
費
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務

組
合
へ
の
負
担
金
不
足
分
百
八
十
三
万

三
千
円
。

教
育
費
長
浜
小
学
校
電
気
代
等
不

足
分
百
十
五
万
円
。
長
小
屋
体
修
繕
料

六
十
五
万
六
千
円
。
運
賃
値
上
げ
に
よ

る
遠
距
離
通
学
費
の
不
足
分
四
十
四
万

五
千
円
。

災
害
復
旧
費

よ
る
不
足
分
。

工
事
費
の
単
価
増
に

予
備
水
源
新
設
経

費
な
ど
補
正

特
別
・
事
業
会
計

A
7
年
度
各
特
別
会
計
、
各
事
業
会
計

に
も
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
町
職
員

の
給
与
改
定
に
と
も
な
う
人
件
費
を
中

心
と
し
た
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
人
件
費
以
外
の
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

水
道
事
業
会
計
電
力
料
金
値
上
が

り
不
足
分
四
百
六
十
八
万
円
。
二
号
井

戸
の
ポ
ン
プ
引
き
上
げ
修
理
お
よ
び
電
力

工
事
費
。
予
備
水
源
新
設
経
費
七
百
十

五
万
五
千
円
。
県
道
沖
浦

1
大
洲
線
改

口

骨量

間

口

賀

小
川
儀
三
郎
議
員
が
三
件
。
う
ち
、

お
も
な
も
の
の
内
容
は
、
次
の
通
り
。

調
査
、
検
討
し
て

ご
相
談
を

ー
情
報
公
開
法
の
制
定
1

小
川
議
員
・
:
国
に
お
い
て
盛
ん
に

い
わ
れ
て
わ
り
難
し
い
問
題
で
あ
る

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ

と
、
知
る
べ
き
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に

き
け
る
よ
う
な
体
制
を
長
浜
町
の
実

情
に
そ
く
し
て
制
定
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
で
き
る
だ
け
情
報
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
な
が
ら
町

の
行
政
を
進
め
て
い
く
べ
き
こ
と
は

基
本
的
に
考
え
て
お
り
、
今
後
調
査

検
討
し
た
い
。

同
年
度
に
基
準
の

達
成
を

ー
身
体
障
害
者
の
職
員
採
用
1

小
川
議
員
・
・
・
身
体
障
害
者
の
雇
用

率
は
、
公
共
団
体
並
び
に
三
公
社
五

現
業
に
わ
い
て
は
、
一
・
八
%
以
上

と
い
う
こ
と
を
法
律
で
設
定
し
て
お

り
、
地
方
自
治
体
が
率
先
し
て
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
長
浜
町
の
場
合
、

国
の
指
示
通
り
実
施
し
て
い
る
か
。

の計良
簡不工委工
易足業託手
水分用料い
妻。水あ停
道わ品

業 事せマレ
特 業て益
別会五長
会計百主
計 四主主
燃十宍
料二工
費万事
等円設

出
海
橋

二
宮
町
長
:
・
身
体
障
害
者
雇
用
促

進
法
の
基
準
に
よ
れ
ば
職
員
数
の
一

・
五
Mm
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
身

障
者
職
員
が
一
人
退
職
し
た
た
め
、

現
在
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
一
・
一

八
%
の
雇
用
率
と
な
っ
て
お
り
若
干

足
り
な
い
。
五
十
六
年
度
に
お
い
て

基
準
率
を
達
成
す
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
。養
成
し
て
対
応
で

き
る
体
制
を

ー
手
話
の
で
き
る
職
員
対
策
1

小
川
議
員
:
・
最
近
、
ろ
う
あ
者
が

増
え
て
わ
り
、
長
浜
町
の
場
合
手
話

の
で
き
る
職
員
が
い
な
い
よ
う
な
の

で
、
手
話
の
で
き
る
人
を
採
用
し
て
、

ろ
う
あ
者
に
対
す
る
受
け
答
え
が
で

き
る
よ
う
な
対
策
を
た
で
る
考
え
が

あ
る
か
。
指
導
員
を
招
い
て
一
般
の

方
も
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
い
て

は
ど
う
か
。

二
宮
町
長
・
:
福
祉
行
政
上
き
わ
め

て
大
切
で
あ
り
、
現
在
養
成
中
で
あ

る
。
県
に
お
い
て
も
手
話
奉
仕
員
養

成
事
業
を
実
施
し
て
わ
り
、
講
習
会

に
当
町
か
ら
も
一
人
参
加
さ
せ
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を
養
成

し
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
講
師
招
へ
い
に
つ
い

て
は
、
内
部
で
よ
く
検
討
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

改
良
工
事
と
町
営
の
下
水
道
新
設
工
事

費。
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

借
り
入
れ
希
望
者
が
九
件
と
な
り
一
千

二
百
九
十
五
万
円
を
追
加
。
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常 務
。大成淳0津田龍雄菊地満男東 正行
城戸岡政雄山本 薫

任
。矢野一男0和田永吉神山栄治郎桜田和夫

委 文教厚生
員

堤 正和小川f義三郎

1五入 産業建設
。大本春明0中川喜代志久井貞治郎塚木弘基
西宮正幸二宮英二一宮泰忠

地域開発事業
。一宮泰忠0山本 薫桜田和夫津田龍雄

特別委員
久井貞治郎二宮英二神山栄治郎中川喜代志
菊地満男城戸岡政雄

監査委員 菊地満男

議会運営委員
。堤正和大成 淳矢野一男大本春明
城戸両政雄

大浜洲市・喜多郡
長村 町合外4か町 桜田和夫
組議員

大洲・喜多衛生
桜田和夫堤 正和組合議員

住宅入居者 城戸岡政雄二宮英二大成 淳神山栄治郎
選考委員 久井貞治郎矢野一男小川儀三郎

都市計画
桜田和夫城戸岡政雄西宮正幸二宮英二

審議委員

議 員 l五〉、 。堤正和大成 淳矢野一男大本春明
城戸岡政雄

彊E

長
浜
町
議
会
の
第
十
四
代
議
長
に
桜

田
和
夫
氏
(
四
九
・
柴
)
、
副
議
長
に
城

戸
岡
政
雄
氏
(
五
三
・
長
浜
)
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
議
会
最
終
日
十
九
日

の
本
会
議
で
堤
正
和
氏
が
議
長
の
職
を
、

山
本
薫
氏
が
副
議
長
の
職
を
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
し
た
い
旨

を
届
け
出
た
た
め
、
こ
れ
を
承
認
し
て

新
し
い
議
長
、
副
議
長
の
選
任
が
行
わ

れ
た
結
果
、
両
氏
が
選
ば
れ
た
も
の
。

選
任
は
自
治
法
に
基
づ
く
指
名
推
せ
ん

で
行
わ
れ
、
両
氏
と
も
万
場
一
致
の
同

意
を
得
て
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
と
副
議
長
が
変
わ
っ
た

会哩血盟草
我
==円
H

0副委員長
会構成表
。委員長・会長

曽義=2n" 
困T浜長

こ
と
に
よ
り
同
日
、
各
委
員
会
な
ど
の

構
成
替
え
も
行
わ
れ
、
左
表
の
通
り
と

な
り
ま
し
た
。

{
桜
田
議
長
略
歴
}
昭
和
六
年
生
ま
れ
。

、
恥
盤
盤
会
社
役
員
。

ふ
機
九
一
い
ふ
鱒
鐘
議
長
一
因
。

一一卒、
JYW
守
口
多
郡
町
村

一
鱗

γぐ
経

畿

通

議

会

議

長

会

一J

総
嬢
警
一
¥
i

ぃ

j
j
j

舗
網
盤
会
長
。
文
教

J

J

V

J

一一;
l
i
h
i
j
j
J

一
¥
:
胡
鐙
厚
生
常
任
委

員
長
。
産
業
建
設
常
任
委
員
長
。
町
監

査
委
員
。
議
会
運
営
委
員
長
。
町
商
工

会
理
事
。
町
青
果
農
協
理
事
。
町
土
地

開
発
公
社
理
事
。
町
土
地
改
良
区
理
事
。

日
本
相
撲
連
盟
評
議
員
。
愛
媛
県
相
撲

連
盟
理
事
長
。

{
城
戸
岡
副
議
長
崎
歴
]
昭
和
二
年
生

融
機
繊
ま
れ
。
会
社

員
罷
懇
F

切
に
験
機
騒
役
員
。
総
務

警
玲
一
弘
ι

ほ
ぷ
経
常
任
委
員
長
。

一一

¥
N
一
ぺ
制
…
部
品
r

均一

J
7

二
て
て

J
J
産
業
建
設
常

5
6

ぷ
繍
任
委
員
長
。

、J仁
区
長
会
事
務

局
長
。
町
観
光
協
会
監
事
。
町
財
団
法

人
奨
善
会
監
事
。

人
権
擁
護
委
員
に

熊
野
氏
を
再
推
せ
ん

長
浜
町
人
権
擁

護
委
員
・
熊
野
熊

雄
氏
(
長
浜
)
H
H

写
真
H
H
は
、
一
月

十
六
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
町
長
は
後
任
委
員
の

候
補
者
に
同
氏
を
再
推
せ
ん
、
議
会

の
意
見
を
求
め
た
結
果
、
全
員
異
議

な
し
で
、
同
氏
を
推
せ
ん
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

監
査
禾
苔
貝
に

菊

地

氏

大
本
春
明
氏
が
昭
和
五
十
五
年
十

二
月
十
九
日
付
け
で
議
会
議
員
選
出

の
長
浜
町
監
査
委
員
を
退
職
し
た
の

に
伴
い
、
町
長
は
後
任
委
員
に
菊
地

満
男
氏
(
五
八
)
を
選
任
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
結
果
、
原
案
通
り
同
意
さ

れ
同
氏
が
後
任
に
決
ま
り
ま
し
た
。

町
職
員
の
給
与

四
・
八
%
ア
ッ
プ

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
基
づ
い
て
、
長
浜
町

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

も
改
正
、
五
十
五
年
四
月
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
給
与
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。勧
告
は
、
官
民
格
差
四
・
六
%
(
平

均
九
千
六
百
二
十
一
円
)
を
是
正
す
る

も
の
。
本
俸
で
三
・
八
四
%
(
八
千
六

円
)
諸
手
当

0
・
四
九
%
(
千
二
十
四

円
)
そ
の
他

0
・
二
八
%
(
五
百
九
十

一
円
)
こ
れ
に
と
も
な
う
当
町
の
給
与
改
定

率
は
四
・
八
%
(
六
千
七
百
八
十
四
円
)

八
幡
浜
@
大
洲
地
区
市

町
村
圏
組
合
の
設
立

広
域
行
政
推
進
の
た
め
、
八
幡
浜
・
大

洲
地
区
運
動
公
園
事
務
組
合
、
八
幡
浜
・

大
洲
地
区
観
光
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
、

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
公
民
研
修
セ
ン
タ
ー

事
務
組
合
お
よ
び
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広

域
市
町
村
圏
協
議
会
で
そ
れ
ぞ
れ
共
同

処
理
し
て
い
た
事
務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
務
組
合
解
散
に
と
も
な
い
、
八
幡
浜
・

大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
を
設
立

し
共
同
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

出
海
下
水
道
工
事
は

清

水

建

設

地
域
環
境
整
備
事
業
で
取
り
組
む
出

海
地
区
下
水
道
新
設
工
事
を
、
三
千
百

七
十
万
円
で
、
櫛
生
の
株
式
会
社
清
水

建
設
と
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
一
一
件
を
受
理
採
択

こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た

陳
情
文
書
二
件
は
、
い
ず
れ
も
受
理
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

件
名
、
陳
情
者
、
採
択
条
件
は
次
の

通
り
。

マ
大
谷
伊
予
柑
の
穂
木
導
入
に
対
す

る
助
成
に
つ
い
て
。
長
浜
町
青
果
農
業

協
同
組
合
・
組
合
長
理
事
一
宮
泰
忠
。

マ
長
浜
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
後

援
会
設
立
依
頼
に
つ
い
て
。
長
浜
町
身

体
障
害
者
福
祉
会
会
長
小
川
儀
三
郎
。

い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
、
た
だ
ち

に
町
理
事
者
に
送
付
し
て
、
主
旨
に
沿

う
よ
う
善
処
方
を
求
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

間
例
年
度
会
計
決
算
を
認
定

昭
和
五
十
四
年
度
の
一
般
、
特
別
の

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

本
郷
集
会
所
が
完
成

戒
川
地
区
の
本
郷
地
区
に
こ
の
ほ
ど

「
本
郷
集
会
所
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

木
造
か
わ
ら
ぶ
き
平
屋
建
て
。
建
築
面

積
一

O
九
・
一
二
五
平
方
灯
。
集
会
室
は

十
四
畳
、
二
十
八
畳
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
。

同
地
区
の
三
十
四
世
帯
が
活
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
設
工
事
請
負

費
七
百
九
十
三
万
七
千
円
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
向
上
に
大
い
に
役
立
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
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6割が現在の生活に満足

盟国町政世論調査

55年4月実施

長
浜
町
で
は
、
町
民
が
町
民
生
活
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
日
常
生
活
わ
よ
び
町

政
に
ど
の
よ
う
な
意
識
や
期
待
を
も
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
町

が
今
後
ど
の
よ
う
な
政
策
を
推
進
し
て
い
く
か
の
資
料
と
す
る
た
め
に
、
町
内
在
住

の
満
二

O
歳
以
上
の
男
女
五
百
人
を
対
象
に
昭
和
五
十
五
年
四
月
に
町
政
世
論
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

と
く
に
今
同
は
、
第
一
回
目
の
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
政
全
般
に
わ
た
っ
た

調
査
項
目
を
設
け
た
ほ
か
、
現
在
進
行
し
て
い
る
長
浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想
を
ふ

ま
え
た
具
体
的
施
策
に
対
す
る
町
民
の
評
価
に
重
点
を
わ
き
ま
し
た
。

間
・
・
・
現
在
の
生
活
に
満
足
し

て
い
る
か
。

窓
口
:
・
現
在
の
生
活
に
「
満
足
し
て
い

る
」
と
答
え
た
も
の
は
一
七
・
八
%
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る
」

阿
国
・
一
%
と
を
合
わ
せ
る
と
六
一

九
%
、
約
六
割
を
越
え
て
い
る
。
ま
た

「
不
満
で
あ
る
」
と
答
え
た
も
の
は
、

「
不
満
で
あ
る
」
八
・
七
%
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る
」
一
一
一
二
・
五

%
と
合
わ
せ
て
三
二
・
二
%
で
「
満
足

し
て
い
る
」
も
の
の
約
二
分
の
一
に
あ

た
る
。間

:
・
住
み
や
す
い
理
由
、
住

み
に
く
い
理
由
は
何
か
。

答
・
:
住
み
や
す
い
理
由
は
「
住
み
な

れ
た
土
地
に
愛
着
が
あ
る
」
「
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
も
の

が
多
く
、
住
み
に
く
い
理
由
と
し
て
は

「
物
価
が
高
い
L

「
仕
事
口
が
少
な
い
し

と
叶
合
え
た
も
の
が
多
い
。

間
・
:
長
浜
町
は
住
み
や
す
い

か
。

答
・
:
町
民
の
約
七
割
近
く
の
人
が

「
住
み
や
す
い
L

と
答
え
て
お
り
、
年

齢
別
で
見
る
と
、
七

O
歳
以
上
で
八
七

園
八
%
と
生
活
満
足
度
と
同
様
に
高
年

齢
層
に
高
い
。

答
・
・
・
長
浜
町
の
将
来
の
姿
と
し
て
最

も
望
ま
れ
る
も
の
の
主
な
る
も
の
と
し

て
は
「
曲
辰
林
業
中
心
の
町
」
が
二
四
・

四
%
と
最
も
多
い
が
「
工
業
中
心
の
町
」

「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
、
観
光
保
養

地
」
と
つ
や
つ
い
て
い
る
。

答
:
・
こ
れ
か
ら
も
長
浜
町
に
「
ず
っ

と
住
ん
で
い
た
い
」
と
答
え
た
も
の
は

八
0
・
五
%
で
あ
り
、
未
既
婚
別
で
見

る
と
、
未
婚
六
五
・
九
%
、
既
婚
八
四

・
O
M
m
と
既
婚
の
方
が
高
い
。
ま
た
、

年
齢
別
に
み
る
と
二

0
1
二
九
歳
五
七

・
八
%
、
七

O
歳
以
上
九
二
了
九
%
と

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
永
住
意
志

も
高
く
な
っ
て
い
る
。

間
・
・
・
長
浜
町
政
に
関
心
が
あ

る
か
。

答
:
・
長
浜
町
政
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
も
の
は
五
八
・
四
%
と
全
体
の
約
六

割
に
あ
た
り
、
関
心
を
も
っ
て
い
な
い

も
の
は
二
四
・
七
%
で
あ
る
。

間
:
・
長
浜
町
政
と
の
つ
な
が

り
を
最
も
強
く
感
じ
る
の

は
ど
ん
な
時
か
。

答
・
:
町
政
と
の
つ
な
が
り
を
最
も
強

く
感
ビ
る
と
き
は
「
町
の
広
報
紙
を
読

む
時
」
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
「
仕
事

の
都
合
な
ど
で
役
場
の
世
話
に
な
る
時
」

と
な
っ
て
い
る
。

答
:
・
現
在
の
長
浜
町
政
に
満
足
し
て

い
る
も
の
は
四
六
・
五
%
と
半
数
を
切

る
が
「
い
え
な
い
、
わ
か
ら
な
い
L

と

叶
合
え
た
も
の
が
会
一
二
了
五
%
と
や
や
多

く
な
っ
て
い
る
。

答
・
・
・
農
業
後
継
者
対
策
と
し
て
は
、

農
村
環
境
の
整
備
」
「
農
業
技
術
経
営

に
関
す
る
研
修
指
導
の
充
実
」
「
配
偶

者
対
策
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
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答寸高収益作物転換への助成

農林道の整備

農林産物流通機構の繋備

農林業改良資金等融資助成制
度の充実

今のままでよい

機械化・省力化の指導・助成

そのイ也

いえない・わからない

霊宝豆霊童話置"'"ヨ・函E町政世論調査

20圃9

無理のない範囲で
進めてほしい

49.8 

答
・
:
治
湾
整
備
計
画
を
「
進
め
て
ほ

し
い
け
」
と
答
え
た
も
の
は
七
二
・
三
%

で
あ
る
が
、
そ
の
う
九
四
九
・
八
%
の

も
の
が
「
無
理
の
な
い
範
問
で
」
進
め

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

間
・
・
・
水
産
業
振
興
対
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

す
め
る
べ
き
か
。

答
・
:
水
産
業
振
興
対
策
の
た
め
に
す

す
め
る
べ
き
こ
と
と
し
ご
最
も
多
く
あ

げ
ら
れ
た
も
の
は
「
漁
場
の
繋
備
」
で

五
・
七
%
、
つ
い
で
「
海
や
川
へ
の

稚
魚
の
放
流
」
が
続
い
て
い
る
。

35 

42.7 

10.6 
../ 
無理のない範屈で
進めてほしい

答
・
:
臨
海
部
建
設
計
画
を
「
積
松
酌

に
進
め
て
ほ
し
い
l

と
答
え
た
よ
h

の
は

-
一
六
・
八
%
、
「
無
理
の
な
い
節
圏
で

進
め
ど
ほ
し
い
」
と
佐
川
え
た
も
の
は
間

二
・
仁
川
河
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
一
一
一
分

の
二
以
上
の
も
の
が
一
進
め
て
ほ
し
い
」

と
答
え
て
い
る
。

間
・
・
観
光
開
発
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

今の自然環境を守る方向

で進めてほしい

52.1 

答
‘
長
浜
町
の
今
後
の
観
光
開
発
を

「
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
答
え

た
も
の
が
二
五
・
八
%
、
よ
7

の
臼
然

環
境
を
守
る
方
向
で
進
め
て
ほ
し
い
」

と
答
え
た
も
の
が
五
二
一
%
と
、
両

方
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
凶
分
の
一
一
一
に

あ
た
る
も
の
が
観
光
開
発
を
進
め
る
こ

と
会
望
人
で
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う

ち
三
分
の
二
の
も
の
が
「
今
の
自
然
環

境
を
守
る
方
向
で
」
と
い
う
条
件
つ
き

で
あ
る
。

間
・
:
「
広
報
な
が
は
ま
」
を

読
ん
で
い
る
か
。

よく読む

62.9 

答
:
・
町
の
発
行
す
る
「
広
報
な
が
は

ま
」
を
「
よ
〈
読
わ
一
L

と
答
え
た
も
の

は
六
二
・
九
%
で
、
さ
ら
に
「
と
き
ど

き
読
む
」
と
符
え
た
も
の
を
含
め
る
と

八
七
・
六
%
、
約
九
割
近
く
の
も
の
が

読
ん
で
い
る
。

間
・
・
・
町
の
広
報
活
動
を
遇
じ

て
知
り
た
い
こ
と
は
何
か
。
一

答
・
:
町
の
広
報
活
動
を
通
じ
て
知
り

た
い
と
忌
う
こ
と
は
「
生
活
情
報
」
と

答
え
た
も
の
が
一
九
a

五
%
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
町
の
事
業
計
厨
」
の
一

六
・
二
%
、
「
世
論
調
査
の
結
果
・
町

長
の
戸
L

の
一
四
-
一
二
%
、
「
町
の
話

題
」
の
一
千
↑
一
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

間
-B

園
地
区
別
対
話
集
会
は
必

要
だ
と
思
う
か
。
ま
た
、

参
加
し
た
い
と
思
う
か
。

答
・
:
地
区
別
対
話
集
会
を
「
必
要
で

あ
る
」
と
答
え
た
も
の
は
七
七
・
O
%

で
「
必
要
で
な
い
し
と
答
え
た
も
の
は
、

わ
ず
か
四
・
二
%
で
あ
る
。
ま
た
、
地

区
別
対
話
集
会
に
「
参
加
し
た
い
」
と

答
え
た
も
の
も
八

0
・
二
一
%
で
全
体
の

四
分
の
一
一
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

間
・
:
以
上
の
他
、
町
政
に
関

す
る
意
見
・
希
望
は
あ
る

4
M
 

窓
口
:
今
ま
で
述
べ
ら
れ
で
き
た
事
柄

を
、
さ
ら
に
細
か
く
具
体
的
に
述
べ
た

意
見
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

。
若
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
作

っ
て
ほ
し
い
。

O
地
元
商
庖
街
の
改
J
t
H

の
指
導
を
何
で

や
っ
て
ほ
し
い
〕

。
専
業
農
家
と
し
て
や
っ
て
ゆ
く
こ
と

が
で
き
る
農
業
対
策
を
。

じ
小
浦
だ
け
で
な
く
、
長
浜
の
方
に
も

住
宅
を
建
て
て
ほ
し
い
。

。
町
民
の
声
を
多
く
と
り
入
れ
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
町
政
を
。

O
わ
か
り
や
す
く
て
い
ね
い
な
応
待
を

し
て
ほ
し
い
の

。
人
間
性
豊
か
な
町
守
つ
く
り
を
し
て
ほ

し
い
。

O
本
町
通
り
の
口
動
車
、
引
卓
の
取
り
締

り
を
強
化
し
て
ほ
し
い
の

。
港
湾
む
よ
び
防
波
堤
の
整
備
B

充
実

さ
せ
で
ほ
し
い
。

O
町
長
と
間
以
の
対
話
の
機
会
を
ふ
や

し
、
秘
一
怜
主
義
に
な
ら
な
い
よ
う
に
0

0
生
活
環
境
を
よ
く
し
て
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
し
て
ほ
し
い
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額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務

超

え

る

人

。

署

に

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。

⑧
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
・

E
1
4
1
i

が
一

0
0
0万
円

を

超

え

る

人

、

…

巧

…

つ

ぺ

刊

」

J

j

 

一
一
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
…
位
二
日
P

耕
一
蕗
ー

で
い
る
人
、
給
与
以
外
の
所
得

H
'
章

一

一

s
a税
引
〆
一
段

が
二

O
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
。
一

i
r
i
-
-
H
A戸川れ
A

ト

2
、

確

定

申

告

を

し

な

く

一

冶

一

弓

J

吋
噴
出
〆

て
も
よ
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
一

5
e
高知

p
d
d
h
/

雑

損

控

除

、

医

療

費

控

除

、

住

…

感

…

ぷ

斡

農

n
ん
J
I軍人

宅

取

得

控

除

な

ど

が

受

け

ら

れ

一

信

/

髄

flい
り

惑

の
y

る

人

は

、

確

定

申

告

を

し

て

税

…

戸

、

/

通

〉

こ

連

金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

h

@露
日

曜

h
ト
ロ
白
目
人

d
守

¥
f

!
 

き
ま
す
。
還
付
を
受
け
る
人
の

h

，

内

…

一

4

一一議しに

た
め
に
、
簡
易
な
申
告
書
が
税
一
掛
川
…
一
い
い
ド
割
品
、
ー

⑧

事

業

を

し

て

い

る

人

、

不

動

産

収

入

務

署

に

あ

り

ま

す

の

で

ご

利

用

…

吟

…

一

尉

ゆ

笠

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
下
さ
し
o

h

』
l

s

一
刊
誌
-
込
甲

十

・

昨

日

一

申

弔

民

一

で
、
昭
和
五
十
五
年
中
の
所
得
の
合
二
一
戸
所
得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、

J
i
J
r
h
V
1
・

f
h
Lト
い
は
し

明

e
i
@
8・1
6
:・
4
・・
e
4
e
-
e
o
e
e
@
A
v
-
-
e
A
V
2
e
4
0
e
e
A
8
1
@
A
v
i
e
a
v
e
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a
e
t
-
A
V
e
-
e
A
'
i
e
4
0・e
a
l
i
-
-
e
A
V
-
-
A
v
e
I
t
-
-
o
一

一

A
7
月
は
、
一
日
か
ら
七
日
ま
で
成
影
響
が
大
き
い
こ
と
も
問
題
で
す
。
も
の
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
砂
糖
や
一

一
人
病
予
防
週
間
で
す
。
成
人
病
と
い
長
浜
町
で
は
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
菓
子
、
穀
類
な
ど
の
糖
質
に
、
食
塩
一

日
う
の
は
高
血
圧
、
が
ん
、
心
臓
病
、
糖
臓
病
の
た
め
に
毎
年
八

O
人

余

り

の

方

と

い

っ

た

と

こ

ろ

で

す

。

一

一
尿
病
、
肝
硬
変
な
ど
の
病
気
を
一
言
い
ま
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
死
一
方
、
積
極
的
に
と
り
入
れ
た
い
一

一
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
何
か
の
原
亡
原
因
の
約
七
割
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
一

一
因
が
あ
る
た
め
に
急
激
に
発
病
す
る
毎
日
の
生
活
や
仕
事
の
し
か
た
を
工
や
疲
労
回
復
の
た
め
の
軽
い
体
操
、
一

一
の
で
な
く
、
長
年
の
生
活
が
積
み
重
夫
し
、
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
肥
満
防
止
・
体
力
a

つ
く
り
の
た
め
に
、
一

喝

な

っ

て

現

わ

れ

て

く

る

も

の

で

す

。

気

持

ち

の

良

い

汗

を

流

す

運

一

成

人

病

は

一

度

か

か

る

と

完

全

長

人

丙

乃

予

方

去

動

や

散

歩

で

す

o

更
に
、
心
山
一

…

に

な

わ

る

こ

と

が

な

く

、

一

生

そ

巨

ノ

先

じ

一

一

『

f

j
を
ゆ
る
し
て
つ
き
合
え
る
友
生

一

の

病

気

と

つ

き

合

わ

ね

ば

な

ら

な

食

事

や

生

活

に

工

夫

を

人

を

も

つ

こ

と

、

家

か

ら

出

品

一

骨

カ

っ

た

り

そ

の

た

め

に

別

な

病

て

様

々

な

人

と

出

会

い

触

れ

い

い

一

日

気

を

ひ

き

お

こ

し

た

り

し

ま

す

。

し

合

っ

て

、

・

お

互

い

に

刺

激

し

あ

刊

一

一

か

も

そ

の

名

が

示

う

こ

と

、

学

習

の

場

や

旅

行

に

灯

一

唱

す

と

お

り

、

働

き

参

加

し

て

見

聞

を

広

め

る

こ

と

J

一

一

盛

り

の

成

人

(

四

な

ど

が

、

心

身

と

も

に

老

化

を

川

町

一

一

O
歳

頃

)

に

な

っ

防

ぎ

、

成

人

病

を

予

防

す

る

の

め

一

ふ
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・

一

て

か

ら

発

病

す

る

に

良

い

方

法

と

な

る

で

し

ょ

う

o
F
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一

た
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家

庭

へ

の

(

保

健
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・

一

宮
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所
得
税
の
曜
定
申
告
は

一
一
月
十
六
自
か
ら

昭
和
五
十
五
年
分
の
確
定
申
告
は
二

月
十
六
日
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な

か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
で
、
確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ヘルスアイ・私の赤ちゃん

所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

て
、
成
人
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
生
活
の
ど
ん
な
点
に
気
を
つ

け
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
避
け
る

べ
き
こ
と
と
積
極
的
に
と
り
入
れ
た
い

こ
と
と
が
あ
り
ま
す
。

避
け
る
べ
き
は
タ
バ
コ
、
過
労
、
ス

ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
。
ひ
か
え
る
べ
き

ん一一⑧第の
s品
事
骨

品
問
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
時

の
ご
主
人
の
第
一
声
は
・
:
「
ご

苦
労
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う

ぜ
L
女
名
前
は
ど
の
よ
う
な
い
わ
れ
で
つ

け
ま
し
た
か
:
・
幸
せ
に
な
る
よ
う
に

と
願
い
、
幸
子
と
つ
け
ま
し
た
。

脅
出
産
の
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
・
-

夜
中
に
気
分
が
慈
く
な
っ
て
寝
れ
な

く
て
い
山
足
以
史
料
小
川
町
山
式
桜
子
ア

、

2
i
J
一UJ17三
づ
ら
/?JJtcfJK干

る

と

総

γJKト
T
G
J
h
y
r川
J
h
y
J
J
~
¥

主
人
が
謹
話
主
-
一
一
町
¥
一
…

ι

L

引
い
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縫
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防
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ぽ
応
札
吋
込

mLiγι
ノ
ゴ
/

病
院
へ
露
欝
繍
必
至
己
γ

行
:
イ
以
鱒
齢
制
刊
紙
114P

と
い
て

Jrγ
鱗ぷ
V
4
4

一一一

rtLYRJ

て
連
れ
議
欝

J
¥トヲ
ν

4
v
h
h
泊
注
調
書
棋
議
お
終
議
泌
総
穏
器
皆
様
泌
総
器
泌
総
泌
撃

で
い
っ

f
J
K
M
Y
F縫
繍
鱗
畿
畿
麟
畿
鱗
畿
欝

J内
JFがプ+一

w

儲
瞳
輯
臨
鑑
盟
議
欝
鰐
輔
輔
暗
闇

て
く
れ

f
士会

zrhfy轟
轟
轟

71fぷ
;r奈
川
重
量
酷
襲
轟
踏
襲

ま
し
た
cHFJJfiuvyj人~一
f
t
r
r
w
議
選
議
議
選

コノ¥一千
f
f
J
V
3
1ハペ
J
f
r
y
-
r
J
J波
小

予
定
よ
乃
花
y
J
r
f
f
J
J
J
~
1
f
h
y
y
j
?
t
r
f
h
v
-
u
v
i
u
i

り
早
か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た。安
い
ま
ど
ん
な
仕
草
を
し
ま
す
か
・
.

四
か
月
で
手
、
足
、
頭
を
よ
く
動
か

し
て
い
ま
す
。
話
を
し
て
や
る
と
口

答
え
る
時
も
あ
り
ま
す
。

大
ほ
ん
と
う
は
女
の
子
が
ほ
し
か
っ

た
の
で
す
か
?
そ
れ
と
も
男
の
子
ワ

:
・
健
康
な
子
供
な
ら
ど
ち
ら
で
も
い

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

品
開
ご
主
人
の
子
ぽ
ん
の
う
ぶ
り
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
:
・
ね
て
い
る
幸
子

を
起
こ
し
て
パ
イ
パ
イ
と
い
っ
て
仕

事
に
で
か
け
ま
す
。

安
ど
ん
な
子
供
に
育
て
た
い
で
す
か

:
素
直
で
明
る
い
子
供
に
育
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

品
開
あ
な
た
流
の
育
児
の
し
方
に
つ
い

て
:
・
い
つ
ま
で
も
話
し
合
え
る
親
子

で
あ
る
よ
う
に
。

品
開
母
乳
、
そ
れ
と
も
人
工
授
乳
で
す

か
:
-
人
工
授
乳
で
す
0

4
問
初
め
て
マ
マ
に
な
っ
た
実
惑
が
わ

い
た
の
は
い
つ

頃
か
ら
で
す
か

.
・
幸
子
を
初
め

て
抱
い
た
時
で

す。女
子
供
が
生
ま

れ
て
ご
主
人
が

変
わ
っ
た
点
は

.
・
・
仕
事
か
ら
帰

つ
で
も
一
番
先

に
幸
子
の
い
る

桑野幸子ちゃん
(昭和55年9月5日生まれ)

所
へ
い
き
ま
す
。

女
つ
ぎ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
計
画
は
・
:
ま

だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

女
ご
主
人
の
パ
パ
に
な
っ
た
弁
・
:
笑
古

っ
て
い
る
顔
を
見
て
い
る
と
、
元
気
一

で
よ
い
父
親
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

パ
パ
・
:
桑
野
公
志
さ
ん
(
衛
生

マ
マ
・
:
桑
野
善
子
さ
ん

明
る
い
く
ら
し
の
設
計

簡

易

保

験

薪

加

入

運

動

昭
和
田
年
1
月

1
自

1
3月
引
自
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迷
惑
が
か
か
っ
た
ら
警
察
ヘ

おためしください

肩こり、胃腸の調子

のよくなる運動

ビ
ン
の
投
げ
捨
て

声…夜 8時前後に、い

なり町付近の町道でビー

ルビンを投!げていたずら

をする人があ、り、ビンの

われで付近一帯あぶなく

ど仕方ありません。同Iは
きれいにしたいものです。

なんとかできないもので

しょうか。

お答え・・・これは愛町心

の問題であり、当然、事

の誇悪は大人てもあれば判

断はつくと思います。人

間のモラルの問題です。

このような事をして迷惑

がかかったら早めに警察

にご連絡ドきい。

声...先ず両手を上げてください。そ

してパンザイする時のように首を左右

に10回くらいまわしてください。肩の

こりがほぐれてきます。

足の裏、土っかずのところを10分間

くらいマッサージし、腹式呼吸法とと

もにお試しくだきい。胃目号の調子がよ

くなります。 ド須戒… S.Y

松山エデンの園

老人福祉については、いろいろとご

配慮に預り有難く to礼中し上げます。
昨年 6月松山にエデンの園という老

人福祉の建物が完成致しました。私も

訪問してみましたが仲々立派な設備で

した。

機会がありましたらぜひ訪問してみ

てくださ1.'0

詳しくは、高齢者世話ホーム「松山

エデンの園」松山市祝谷 6]目1248番

地 (TE L 0899-22-6656)へ問い合わ

せでください。 柴…矢野潔

、
弘
園
司
¥hER、
量
国
号
、

KE号
、
記
号
、
医
官
官
、
と
司
益
配
号
、
ば
園
お
ふ

S
F
q
h
m
q
b
E
a
S園号、
hEF35
号、
hEathZぶ
S
F
e
s
s
S
O
S
E
Fぶ
量

z
s
z
s
e
B
S
G盛
岡
京
邑

Z
S
3
6
5
S
2
0
S
O
S園商品、

今月の声

、、
‘ 
司、、
血

司、
b 
匂圏、、
E与

曹、
色
、司、
む

、〈、
也

司、、. 
司、、
‘ 司、
畳
可、、. 
句、
b 
司、、. 
明、、. 
司、、
也

、司、
、九回、

司、、
弘

司、ト、
ぬ

旬、、
圏、
薗

司、、
邑

明、、
也

、.、
お
主どの不とてスたのねジ声あの
ミうべ満くいクあ中がでをる声こ
雪ぞ lごにる!なであすごいにの
きごジと町とプたふつ。品百はお欄
言活が、のいしのとた直介、答は
習用あこしろで w 耳こ‘接寸あえ
富くる意ごいい声にとおるなすあ
豆だこ見とろま ο ふ、たべたるな
呈さとがでなすもれ同J~f Iの、た
語いをあわこ。
言 。思りかとお
語 いまらが 1L
E 出しなあい
書 したいり生
産 てらこま活
苦 項、とすを
S きこや U し
高、
句園

‘ 、血国
司
守

声…町の自転車置場で自転車の紛失、

損傷等の事件がたびたび起こっていま

す。特に中・高校生の通学用自転車を

狙ったものが多いようです。 主建のかけ

てある自転車のライトやベル、特に前

輸を道具を使い盗んでい

く事件が多発しています。

私もこの古可、 ji)J!:をかけ

ていたにもかかわらず、

近くの空地に運び出され、

見事に前輪だけはずされ

てころがっていました。

このような無残な姿に

なった白半云車が多く見受

けられます。町民の利用

11J所である白転車置場で

このような不詳事を起こ

しては安心して利用でき

ません。田Tとして{可らか
の処置をしてください。

お答え・さっそく長浜

警察官派出所へ連絡いた

しました。警察官派出所としては、各

小・中・高等学校に①防犯登録の励行、

②ドロヨケに記名、③防犯思想、の普及

を呼びかけています。これを守ってい

ただけるとある程度盗難は防げるもの

と思われます。

次に自転車部品の盗難ですが、未だ

長浜警察官派出所の方に被害届がでて

:hりません。今後十分に注意は致しま

「が、どんな小さな問題でも積極的に

届け出でください。

被
害
に
あ

っ
た
ら
届
出
を

自
転
車
置
場
で
の
盗
難

て金f
J * j!!l 
>>>>>>>>> 

くくくくくく〈くく《

今月の

声の箱もご活

用ください

松
山
東
高
等
学
校

通

信

制

募

集

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
で
は
、
昭

和
田
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔
出
願
資
格
〕
マ
中
学
校
卒
業
程
度
の

方
マ
高
校
中
途
退
学
の
方
マ
学
歴

に
関
係
な
く
自
分
の
好
き
な
科
目
を
勉

強
し
て
み
た
い
方

〔
出
願
期
間
〕
二
月
三
十
一
日
(
土
)

か
ら
四
月
十
五
日
(
水
)
ま
で

詳
し
く
は
、
松
山
市
持
田
町
二
丁
目

一
一
!
十
占
一
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

(
T
E
L
O
八
九
九
四
三
|
O
一
八

七
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

香

川

職

業

訓

練

短

大

生

募

集

香
川
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
は
国
が

地
域
産
業
界
に
必
要
な
高
度
な
知
識
・

技
術
・
技
能
を
有
す
る
人
材
を
養
成
す

る
教
育
訓
練
短
大
で
す
。

〔
願
書
受
付
〕
二
月
九
日

1
二
十
七
日

(
試
験
日
〕
一
一
一
月
十
二
日

詳
し
く
は
、
香
川
県
丸
亀
市
郡
家
町

三
二
O
二
(
T
E
L
O
八
七
七
二
1

内

|
六
二
九
O
)
香
川
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
開
設
準
備
室
ヘ
・
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ス
キ
l
教
室
参
加
者
募
集

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
一
月
七
臼

1
二
月
二
十
八
日
の
問
、
毎
週
水
・
木

・
金
曜
日
、
初
級
ス
キ
l
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
小
田

深
山
ス
キ
|
場
で
ス
キ
l
に
関
心
の
あ

る
方
は
自
由
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
国
立
大
洲
青
年
の
家
(
電

話
O
八
九
三
二
|
四

i
五
一
七
五
)
へ

問
い
ム
口
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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慰てことし踊参とり入 lのム
め、宮きてり加来和国テク白養五
てー町を楽なし賓よ中イリ山護日十
激人長過しどで三そのをス園老、二
励ひもごいを、十六台関マで人白月
しと訪しひ披歌人十年催ス恒ホ j竜二
たりれたと露、が人寄。パ例 iの十

1口口口口口口口口口口口口口口口

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー

由

山

圏

1

た興
。昧子遊Z竹を使った昔の遊び
をたび

示ちに昔 ~大和小学校~
しも、な
て深現が使やもた用竹な竹にち
いく代らつをちわいをど馬片や十

桐を二
冨使月
士つ十
尾て八
さの日
ん瀞
をび、大
招方和
い教小
で室学
、を校
竹開で
と催昔
ん。の
il' ~.毒わ
、師も

ールポ・学校めぐり

十
二
月
九
日
、
体

育
館
で
老
人
学
級
を

開
催
。
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
お
よ
そ
三

百
五
十
人
が
参
加
。

三
世
代
の
つ
ど
い
や

老
人
の
船
参
加
状
況

の
報
告
、
私
の
健
康

法
と
い
う
意
見
発
表
、

白
先
生
の
「
老
人
自

身
の
一
般
的
健
康
法
」

と
い
う
講
演
、
郷
土

芸
能
や
の
ど
自
慢
大

会
が
行
わ
れ
た
。

口
口
口
口
口
円
以
口
口
口
口

も立体覚ょのはし輪金たたがは開
ので力なう試県た車にドち盛シ催
。よづど性み下も十かンがんイ。月
うくをやででの台えグ拾でタ豊四
とり養平、初。をてリい、ケ茂日
いにい衡敏めこ購、を集児栽地_.
う役、感してれ入ーわめ童培区是

51輪
三豊富

草習で、
長峯 f本
主意忍
雪¥ TF 
妄り
を

「
構
生

LIIIII同

明
治
八
年
三
月
二
日
、
久
生
小
学

校
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
沿
革
史
に

は
、
開
校
式
の
よ
う
す
が
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ユ
戸
長
岩
村
高
厚
氏
ヲ
始
メ
ト
シ
学

区
世
話
係
水
沼
惟
至
氏
並
ニ
教
員
前

田
勲
氏
特
志
者
水
沼
寿
須
久
氏
其
他

有
志
参
集
、
ン
テ
式
場
一
一
列
ス
ル
ヤ
岩

村
氏
ハ
開
校
ノ
祝
辞
ヲ
述
へ
水
沼
氏

其
他
有
志
ハ
教
育
ノ
必
要
ヲ
談
、
ン
、

久
生
小
学
校
播
種
将
二
本
日
ヲ
以
テ

種
子
ヲ
実
地
ニ
下
シ
将
来
前
回
教
員

ノ
耕
転
培
養
ニ
依
リ
テ
棟
梁
ノ
材
ヲ

造
為
セ
ン
ト
ス
、
万
場
将
来
ノ
有
望

ヲ
期
シ
、
宴
ヲ
開
キ
全
村
ノ
小
供
ヲ

集
メ
テ
小
供
相
撲
ヲ
催
、
ン
、
筆
墨
等

ノ
賞
ヲ
与
へ
テ
優
勝
劣
敗
戦

場
ノ
世
界
ナ
ル
コ
ト
ヲ
了
得

シ
テ
式
ヲ
終
ル
L

以
来
百
六
年
間
、
櫛
生
簡

易
小
学
校
(
明
治
二
十
年
)
、

櫛
生
尋
常
小
学
校
(
明
治
二

十
二
年
)
、
櫛
生
尋
常
高
等
小

学
校
(
明
治
三
十
五
年
)
、
櫛

生
国
民
学
校
(
昭
和
十
六
年
)
、

櫛
生
小
学
校
(
昭
和
二
十
年
)

と
歴
史
を
積
み
重
ね
、
昭
和

四
十
八
年
三
月
、
現
校
舎
新

築
落
成
、
昭
和
五
十
五
年
三

月
に
は
、
待
望
の
プ

l
ル
が

完
成
い
た
し
ま
し
た
。

伊
予
灘
に
望
み
、
環
境
に

恵
ま
れ
、
施
設
の
充
実
し
た

学
校
と
し
て
、
三
千
人
を
越

す
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
地

域
社
会
は
勿
論
の
こ
と
、
県
外
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
幾
多
の
人
材
を
輩

出
し
て
お
り
ま
す
。

数
多
く
の
先
輩
が
築
き
あ
げ
ら
れ
た

質
実
剛
健
・
勤
勉
実
直
の
精
神
は
、
櫛

生
の
土
地
に
根
強
く
広
が
り
、
現
在
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
、
三
百
五
十
人
を
越
す
児

童
数
を
有
し
た
本
校
も
、
時
代
の
流
れ

と
共
に
、
現
在
九
十
六
人
と
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
校
訓
「
な
か
よ
く
」
「
あ

か
る
く
し
「
つ
よ
く
」
を
子
供
の
理
想

像
と
し
て
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と

れ
た
、
人
間
性
豊
か
な
子
供
に
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
合
言
葉
に
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
ん
で

い
ま
す
。

地
域
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
剣
道
の
練

習
も
課
外
に
行
い
、
櫛
生
の
土
壌
で
育

ち
、
た
く
ま
し
く
、
い
つ
ま
で
も
郷
土
を

愛
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



任
期
満
了
に
と
も
な

う
長
浜
町
民
生
(
児
童
)

委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

五
十
五
年
十
二
月
一
日

か
ら
別
表
の
通
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

改
選
で
は
三
人
が
新
任
、

三
十
人
が
再
選
任
さ
れ

で
い
ま
す
。

民
生
(
児
童
)
委
員

は
、
社
会
福
祉
行
政
の

協
力
機
関
と
し
て
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
ち
、

地
域
社
会
の
生
活
に
困

っ
て
い
る
世
帯
、
身
体
障
害
者
、
ね
た

き
り
老
人
、
児
童
、
母
子
、
父
子
世
帯

な
ど
に
対
し
て
福
祉
の
指
導
、
相
談
援

護
な
ど
の
活
動
を
行
う
の
が
任
務
で
、

厚
生
大
臣
お
よ
び
愛
媛
県
知
事
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
三
年
。

国
民
の
生
活
水
準
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ

り
年
金
給
付
等
が
五
十
五
年
八
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
次
表
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
基
本
支
給
額
計
算
式
・
・
・
千
六
百
八
十
円
×

保
険
料
納
付
月
数

1
年
金
額
(
免
除
は
三
分

の
一
)

福拠

祉出

民生委員改選される
3人が新任

年

金

額

を

改

正

年 金 種 別 等
現行 改正後

(月額) (月額)
円 円

25 年納付 39，225 42，000 

老齢年金 10 年年金 24，742 26，550 

5 年年金 20，108 21，600 

1 級 49，792 52，250 

障害年金

2 級 39，833 41，800 

母子(準母子)年金
39，833 

4l(母曲子。+加15算，冊)。

(子1人) 56，800 
母子

遺児年金(子1人) 39，833 41，800 

準母子 年金

第 2子の加算額 2，000 5，000 

遺児
第 3子以降1人

400 2，000 
に対する加算額

年 金 種 iiU 等
現行 改正後

(月額) (月額)
円 円

老 齢 福 祉 年 金 20，000 21，500 

障害福祉 1 級 30，000 32，300 

年 金 2 級 20，000 21，500 

母子(準母子)福祉年金(子

1人)
26，000 28，000 

(第2子以降の加算額は拠出
年金と同様

老齢・障害福祉年金
万円 万円

所 本人 208 216.4 
f尋
所得

(夫婦の場合)

告リ 母子・準母子福祉年金
E浪 制限

(母・子1人の場合)
347 361 

限
度 扶養義務者所得制限 876 
害貢 ( 6人世帯の場合)

876 
(据置)

公的年金併給限度額 41 45 

拠出年金 (55年 7月(母子加算は55年8月〉から)

福祉年金 (55年8月から)

お知らせ

定員 地区名 氏 名 担 当 区

仁久 矢野美佐子 1. 2. 3 

長 長浜 品左公子 4. 5. 6. 7. 8. 9 

// 井内キヨカ 10. 11. 12. 13. 14. 15. 44 

浜 イシ 。東 吉成 16目 17.18. 23. 24. 25. 26 

ク 因調l音治 19. 20. 21. 22. 45 

士也 // 西村 百蔓 27. 28. 29. 30. 31. 32. 33 

イシ 。品崎一夫 34. 35. 36. 37. 38. 39. 46. 47 

区 青島 亀井 幸 青島 (40.41. 42. 43) 

沖浦 明智房子 沖j甫 (51.152) 

ろン 松岡民子 沖浦 (52.53. 54. 55. 56. 57) 
11人
黒田 矢野元ヒデ子 黒田(48)大屋(49)築地(50)無事喜地(67)

土今方地区
今坊 谷上スミエ 峯今坊(58)松ノ久保(59)大谷口(60)

イシ 山根養一 今土方浜(61)日ノ浦(62)松本(63)

3人 // 矢間政子 橋立上(64)橋立下(65)橋立浜(66)

櫛生 政所千勢子
西谷(68)東(69)小山(76)坂谷(77)

櫛 河原(78

生
田中タツエ 常水((70))大峯((71))中峯(72)中尾(73)

地
// 

原保 74藤白 75

区
// 下坂馬太郎

浜宮(79)浜(80)東港(81)西港(82)
東高松(83)西高松(84)

4人 須沢 加納ミツル 須沢 (85.86) 

海出地区
出海 前野久雄 土居 (87)港 (88)

"" 田中幸子 坂本 (89)尾坂 (90)
3人 // 藤井ミサヲ 奥 (91)沖 (92)浜 (93)

下須戒 東冨幾子 下平(94)郷 (95)惣瀬(96)柿ノ久保(97)

大 // 一藤照明
新造替地(98)前奥(99)穂積(100)
伊ノ尾(101)大久保(102)

手口
上老松 三井セツコ

上成(103)下成(104)上老松(105)
大越(106.138)

t也
豊茂 宇都宮古幸

本村(107)駄馬(108)夫上(118)
明東地(119)

区
佐々木沢子

中(109)中央(110)下(111)上(112)。
朝日 (113)奥 (114)

6人 イシ 松田吉幸 谷上(115)桜(116)下村(117)

白 j竜 上回ミツコ 1 (120) 2 (121) 3 (122) 

臼 ク 都築ミツル 4 (123) 5 (124) 6 (125) 7 (126) 

// j竜内 昇
8 (127) 9 (128) 10 (129) 

j竜 叶松(136)大越 137)

地
戒川 0城本音松 戒川 (130-135)

日ノ浦(139)中(140)岡(141)豊中(142)

区
iオkおく 窪美恵子 都梅(151)名ノ城，柴大越(144.145)

小田際(150

一 白方(143)
6人 ク

二秋波雄 小谷，道上，柿早，峯大越(146-149)

昭和55.12.1改選

受
験
旅
行
は
国
鉄
で

お
席
の
確
保
は
お
早
自
に

大
学
の
入
学
試
験
が
近
づ
き
ま
し
た
。

国
鉄
四
国
総
局
で
は
、
便
利
の
よ
い

列
車
を
選
ん
で
「
大
学
受
験
旅
行
推
し

よ
う
コ

l
ス
」
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

推
し
よ
う
コ

1
ス
は
、
受
験
生
の
多
い

東
京
、
京
阪
神
地
区
を
中
心
に
し
て
、

接
続
の
よ
い
列
車
を
選
ん
で
い
ま
す
。

国
鉄
で
は
、
こ
う
し
た
列
車
の
指
定

券
の
ほ
か
、
受
験
地
の
旅
館
、
ホ
テ
ル

な
ど
と
組
合
わ
せ
、
切
符
、
指
定
券
、

旅
館
を
セ
ッ
ト
し
た
受
験
旅
行
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
相
談
は

お
早
目
に
、
最
寄
り
駅
、
駅
旅
行
セ
ン

タ
ー
、
旅
行
代
理
庖
の
日
本
交
通
公
社
、

日
本
交
通
観
光
社
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
全
国
農
協
観
光
の
各
支
底
、

営
業
所
で
お
世
話
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
た
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

。印新任長浜町民生(児童)委員一覧
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ハ
υ

。有)岸本印刷

ゑ
務
ザ
/

属
郡
謀
混
ゑ
像
写
，

表
f三ノ
阜シ

卒
業
率

出
海
保
育
所
母
の
会

雷
良
図
書
グ
ル
ー
プ

印刷

出
泌
保
育
所
ほ
の
会
読
書
グ
ル
ー
プ

は
、
多
年
に
わ
た
り
読
書
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
出
円
て
、
推
進
に
尽
く
し
た
功
績

に
よ
り
野
間
省
A

読
書
推
進
運
動
協
議

会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
十
一
月
二
十

八
日
県
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
第
十

七
回
県
読
書
活
動
研
究
大
会
の
席
上
、

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

(第三種郵便物認可)

第
引
囲
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

囲

碁

行

同

さ

ん

f
?
?

将
棋
小
泉
さ
ん
ヵ
五
時
的

(定価1部30円)

新
春
旧
例
の
山
一
二
卜
一
回
囲
碁
将
棋

大
会
か
一
川
四
日
間
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
一
玖
~
川
中
に
も
ホ
ッ
ト
な
戦

い
か
繰
り
広
け
ら
れ
た
結
果
、
次
の
と

お
り
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
り

(
岡
碁
A
級
〕
①
谷
間
照
基
(
豊
茂
)

②
藤
岡
喜
代
夫
(
下
須
戒
)
③
石
川
仁

(
大
洲
市
)
④
浜
村
市
太
郎
(
ド
白
浜
)

昭和56年 1月20日発行昭和56年2月号

〔
同
恭

B
級
〕
①
松
本
正
志
(
仁
久
)

②
清
水
喜
久
次
(
柴
)
③
武
地
政
富
(
向

滝
)
④
川
小
文
-
(
山
一

〔
将
棋
A
級
〕
一
心
小
泉
五
郎
八
幡
浜

市
)
②
平
井
武
(
保
内
町
)
三
回

U
次

男
(
保
内
町
)
丸
一
香
波
多
喜
悦
へ
肱
川

町
)〔将
棋

B
級
〕
/
ト
一
鎌
同
法
行
(
八
幡
以

市
)
②
仮
本
坪
(
ド
古
川
一
一
3
一
山
本
博
昭

(
戎
川
)
年
石
田
政
市
(
長
浜
)

l'7>./h.. ~ 0 0 唾=草
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共同屯訴をお持 て・・・h
九の方ご¥念、用の /ち，~ . 

とき話ができなくてお困りの方が多いようひ マ現

すが、ご承知のとおり共同電話は、 1本の線 -

を2車fが共同していますので相手の方がわ、話し中だと使えません。
そ二で単独喧話に変更ご希望の方は、電話で結構?、すのびわ気軽に

電報電話I~Jへご相談ください。なわ、この場台相手の方にもご相談
して、ご 緒に変更したほうがいいと思いますが、 -j了だけでもで

きまれ費用は、単独電話との差額ですみまれ

伊予長浜電報電話局 TEL2-0000 
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共同電話について

編

集

後

三己

早
い
も
の
で
如
月
(
宍
一
λ
一
ら
ぎ
」
:

今
年
は
昨
年
末
か
ら
の
寒
さ
が
引
き
続

き
、
暖
か
い
春
が
や
っ
て
く
る
の
は
ま

だ
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
こ

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
玄
の
中
に
だ
け

閉
ピ
こ
も
っ
て
い
な
い
ヮ
、
小
判
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ
な
ど
し
て
健
康
で
今
年
も
一

年
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

二
月
十
五
日
に
は
判
例
の
長
浜
駅
伝

大
会
が
聞
か
れ
ま
す
じ
職
場
で
ま
た
仲

間
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
自
分
め
体
力

に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
現
代
は
物
質

的
な
豊
か
さ
ゆ
え
に
、
耐
え
る
こ
と
が

薄
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
上

う
か
。
全
て
の
面
に
・
お
い
て

d
u耐
υ

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

L
う
↓
度
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す

人口世帯数

楽しくf主みよい町、豊かで働きがpのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

「冬来たりなば春遠からじ」

肱川嵐I吹きすさぶ道端の木々の

芽のふくらみを見るにつけ、日

本のIILド季を敏感に察知する植物

の生命の偉大さに照ぴ)下がる思

いがする A ' 年の言iをたどで

聞もないのに、 '1'ム:'2月」此界
情勢は激しく変化;るつ{i;lll価

格は上引のぬ途tr:たどる:カー
タ一政桂(土レー Jiン;二;J主り、経

済、外交をlよじめすべどがレ

カン色に冷 :q子えられようとし

ている。東西の対立、中近東問

題も注目に値しよう。 今方国内

のかかえる問題も枚挙にいとま

がないο 縮少予算と増税、軍備

拡大と予算、福祉予算と今後、

北方領士など頭痛の種、特に昭

和 ;'7年度以降が問題であろう A

戦争を矢口らない現代っ子が、今

のH本治、珂併できるだろうか

省エネ、肖資;r~; T、耐乏の生叫が、

持たないi:ll匡IU半:ジ〕宿命i-('ある

ごとを、幼児 L 青少年にそ~コ

かり家庭 F教えねば、 21世紀を

背負う後継き、(よ育コま"、 η 最近

の青少年びJJI:行化が品校、 '1'字、
小学と年齢が低くなるのが気に

なる。:f見も教師も社会の人皆が

協力し亡、信頼され尊敬される

資質の向上を考え、実践して欲

しい..:&.3臼は節分l' 邪心を迫

L、払い、嵐にも耐え、時を誤ら

灼ム今い視野にたって、明るい長

浜づくりに精進しよう。

I 1月 1日現在 前FJとのよヒ車交

9人i成
り 6.16川 日義)女 6可772人

3，89:5世帯 6世帯減
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